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各課からのお知らせ

神埼市人事行政の運営などの
状況をお知らせします
　市職員の任免や勤務条件などを知っていただ
くために、本市における人事行政の運営等の状
況について、概要をお知らせします。
◎問い合わせ
　総務課　人事係　☎37-0100

（3）採用の状況【平成30年４月１日現在】

区　　分
競　争　試　験

男性 女性 計
一般事務 5（8） 0（5） 5（13）
保育士 1（0） 3（0） 4（0）

社会福祉 0（2） 0（1） 0（3）
管理栄養士 1（0） 2（0） 3（0）

土木 3（1） 0（0） 3（1）
計 10（11） 5（6） 15（17）

（4）退職の状況【平成29年度】

区　　分 男性 女性 計

定年退職 7（10） 4（2） 11（12）
勧奨退職 0（0） 0（0） 0（0）
そ  の  他 1（1） 2（1） 3（2）

計 8（11） 6（3） 14（14）

【定年退職】
　60歳に達した日以後最初の

３月31日で退職すること
【勧奨退職】
　人事刷新のため退職勧奨に

応諾した職員が早期退職す
ること

【その他】
　自己都合等による退職〔単位：人〕

※表中（　）内は前年値

２　職員の給与の状況
（１）人件費の状況

　　【平成29年度普通会計決算】

 ※表中（　）内は前年値

住民基本台帳人口
〔平成30年１月１日現在〕

歳出総額〔Ａ〕 うち人件費〔Ｂ〕
人件費率

〔Ｂ〕／〔Ａ〕
31,881人

（32,043人）
16,751,093千円

（14,522,888千円）
2,241,426千円

（2,275,438千円）
13.4％

（15.7％）
　注）人件費には特別職〔市長、市議会議員など〕に支給される給料、報酬などを含みます。

１　職員の任免および職員数に関する状況
（１）　職員の状況【各年度４月１日現在】

年度 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ28 Ｈ29 Ｈ30

職員数 260 262 263 272 275

注）H30年度の職員増は、福祉部門等に専門職員（保
　育士、管理栄養士）を配置したことが要因となって
　います。
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▼年齢別職員数【平成30年４月１日現在】

注）4月1日現在での年齢ですので、定年退職予定者は56～59歳に含まれます。
注）60歳～の職員については再任用職員および医療職職員です。

（２）職員の職種の内訳【平成30年４月１日現在】 　　〔単位：人〕　※表中（　）内は前年値
職 種 区 分 男　性 女　性 計 備　　　　　　　　　考
一般行政職 151(153) 44(45) 195(198) 下記以外の職員（再任用含む）

税務職 14(13) 3(3) 17(16) 税務職員（再任用含む）
医師・歯科医師職 2(2) 0(0) 2(2) 診療所医師および歯科医師

医療技術職 1(0) 4(2) 5(2) 管理栄養士および栄養士
看護・保健職 0(0) 19(19) 19(19) 保健師および診療所看護師

福祉職 0(0) 30(27) 30(27) 保育士
技
能
労
務
職

学校給食員 1(1) 1(1) 2(2) 学校給食共同調理場調理員（再任用含む）
自動車運転手 1(1) 0(0) 1(1) 自動車運転手

その他労務職員 0(0) 1(2) 1(2) 保育園調理員

教育職 3(3) 0(0) 3(3) 指導主事（教職員）
合計 173(173) 102(99) 275(272)

注）「地方公務員給与実態調査」に基づく職種区分です。国家公務員に適用される給料表ごとに区分されます。
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（４）職員の初任給の状況【平成30年４月１日現在】

区　　　分
初　　任　　給

神埼市 国の制度

一般行政職
大学卒 169,000円 179,200円

高校卒 147,100円 147,100円

技能労務職 高校卒 144,500円 144,500円

（６）その他手当【平成30年４月１日現在】 ※表中（　）内は前年値

手当名 内　　　　　　容
支給職員1人あたり平均 

支給月額【平成30.4月分】

扶養手当

配偶者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   6,500円／月

21,700円
（19,400円）

扶養親族　　　　　　　　    　　1人につき　　　  6,500円／月

子　　　　　　　　　　　　　　 1人につき　　　10,000円／月

※16歳から22歳までの子　　  　1人につき　　     5,000円／月を加算

住居手当 借家・借間　　　支給限度額　　　27,000円／月
24,200円

（23,500円）

通勤手当
通勤距離に応じて支給（２km未満は支給なし）
・交通機関利用者（電車・バス等）　　　　 　 支給限度額55,000円／月
・交通用具利用者（自動車・バイク等）　 2,000円／月～ 31,600円／月

4,700円
（4,800円）

管理職手当
部長級　　　69,000円／月
課長級　　　42,000円／月

48,000円
（48,100円）

初任給調整手当 医師　　　　　　　最高額　　　　414,300円／月
298,100円

（317,900円）

（５）期末勤勉手当〔ボーナス〕 ※表中（　）内は前年値

平成30年度支給割合 1人あたり平均
支給年額 

【平成29年度】6月期 12月期 合計

期末手当 1.225月 
（1.225月）

1.375月 
（1.375月）

2.6月 
（2.6月）

804千円 
（823千円）

勤勉手当 0.85月 
（0.85月）

0.95月 
（0.95月）

1.80月 
（1.80月）

545千円 
（511千円）

合計 2.075月 
（2.075月）

2.325月 
（2.325月）

4.40月 
（4.40月）

1,349千円 
（1,344千円）

（２）職員給与費【平成29年度普通会計決算】 ※表中（　）内は前年値 

職員数
（Ａ）

給　　　与　　　費 １人あたり給与費
（Ｂ）／（Ａ）給　　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（Ｂ）

260人
（252人）

881,158千円
（890,841千円）

158,237千円
（163,754千円）

337,516千円
（337,651千円）

1,376,911千円
（1,392,246千円）

5,296千円
（5,524千円）

　注）診療所〔4人〕および下水道職員〔8人〕は特別会計計上のため除いています。

（３）職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢【平成30年４月分】※表中（　）内は前年値　　　　　　　

一般行政職〔195人〕 技能労務職〔４人〕
平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢
293,482円

（295,720円）
352,482円

（360,329円）
40.9歳

（41.2歳）
278,550円

（310,600円）
304,642円

（341,355円）
54.4歳

（54.7歳）

注）給与とは、給料と扶養手当、
住居手当などの諸手当を合計した
ものです。
注）神埼市職員の給料水準につい
ては、県内の民間給与実態を反映
した佐賀県人事委員会勧告に準拠
しています。

（８）特別職の報酬等の状況【平成30年4月1日現在】

区分 給料月額 区分 報酬月額

市　長 829,000円 議　長 400,000円

副市長 655,000円 副議長 332,000円

教育長 570,000円 議　員 310,000円

（７）級別の職員数の状況【平成30年４月１日現在】 ※表中（　）内は前年値

区分 行　　　政　　　職 職員数 構成比

７級 部長の職務またはこれに相当する職務 8人
（9人）

3.1％
（3.6％）

６級 課長の職務またはこれに相当する職務 27人
（30人）

10.5％
（11.9％）

５級 副課長の職務またはこれに相当する職務 11人
（15人）

4.3％
（5.9％）

４級 係長の職務または専門的な知識および経
験を必要とする業務を行う主査の職務

60人
（59人）

23.3％
（23.3％）

３級 主査の職務 46人
（41人）

17.9％
（16.2％）

２級 高度の知識または経験を必要とする業務
を行う主事

55人
（44人）

21.4％
（17.4％）

１級 一般的な業務を行う主事 50人
（55人）

19.5％
（21.7％）

注）職員の数は、平成30年4月1日現在の職員数275人のうち、技能労務職、
医療職および再任用を除いた257人を対象としています。
注）部長および課長の職員数は、市長選挙のため退職に伴う平成30年4月1
日の昇格を行わず、選挙後の5月1日に実施したため減となっています。
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３　職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
（１）勤務時間【平成30年４月１日現在】

１週間の
勤務時間

１日の
勤務時間 開始時刻 終了時刻 休憩時間

38時間45分 7時間45分 8時30分 17時15分 60分

注）保育園等運営上必要な場合は、開始および終了時刻を別途定めています。

（３）時間外勤務の状況【平成29年度】 ※表中（　）内は前年値

時間外勤務総時間数
職員1人あたりの時間外 
勤務平均時間数〔年間〕

職員1人あたりの時間外 
勤務平均時間数〔月〕

40,540時間
（45,620時間）

174.74時間
（204.57時間）

14.6時間
（17.0時間）

注）対象職員は時間外手当対象外の管理職（部長9人・課長30人）を除く233人です。
注）時間外勤務時間には、選挙（H29年度の衆院選）、災害（H29年度の台風・大雨対応）な

どの特殊要因を含みます。

（２）年次有給休暇の取得状況
　　【平成29年1月1日から平成29年12月31日まで】※表中（　）内は前年値

総付与日数
〔Ａ〕

総取得日数
〔Ｂ〕

全対象職員数
〔Ｃ〕

平均取得日数
〔Ｂ〕／〔Ｃ〕

取得率
〔Ｂ〕／〔Ａ〕

8,524日
（8,672日）

1,072日
（1,115日）

216人
（220人）

5.0日
（5.1日）

12.6％
（12.9%）

（４）主な休暇の概要【平成30年４月１日現在】

休暇の種類 日数・期間など 有給・無給の別

年次休暇 １年につき20日 有給

夏季休暇 7月1日から9月30日までの間に3
日以内 有給

病気休暇 90日以内（規則で定める慢性疾患
は180日） 有給

産前及び
産後の休暇

産前8週間（多胎妊娠14週間）以内、
産後8週間 有給

骨髄提供休暇 その都度必要と認める期間 有給

ボランティア休暇 1年につき5日以内 有給

慶弔休暇 死亡した親族に応じ、10日以内 有給

介護休暇 6 ヶ月以内 無給

看護休暇 中学校就学前の子を対象に5日以内
（対象家族が2人以上の場合は10日） 有給

育児休暇 生後満1年に達しない子を保育する
ために1日2回それぞれ30分 有給

４　職員の分限および懲戒処分の状況
【Ｈ29年度】

分限処分者数 懲戒処分者数
処分内容 人数 処分内容 人数

降　任 0人
（0人） 免　職 0人

（0人）

免　職 0人
（0人） 停　職 0人

（0人）

休　職 3人
（2人） 減　給 0人

（0人）

降　給 0人
（0人） 戒　告 0人

（0人）

訓　告 0人
（0人）

６　職員の福祉および利益の保護の状況
（１）健康診断の実績【平成29年度】

種　　別 対　象　者 受診者数

基本健康診断 全職員 218人
（214人）

胃 検 診 30歳以上の職員 106人
（97人）

子宮がん検診 20歳以上の職員 30人
（38人）

（２）公務災害補償【平成29年度】
公務災害 通勤災害

申請件数 4件
（2件）

0件
（0件）

認定件数 4件
（2件）

0件
（0件）

 ※表中（　）内は前年値

５　職員の研修および勤務成績の評価の状況
（１）研修の状況【平成29年度】 ※表中（　）内は前年値

研修区分 研　　修　　内　　容 修了者数

階層別研修 新規職員研修、管理職研修、監督者研修など 164人
（90人）　

派遣研修 佐賀県〔市町支援課、道路課〕、福井県大野市 3人
（4人）

専門研修
組織接遇力研修、メンタル不調サポーター研
修など

110人
（75人）

全職員研修 人事評価制度研修など〔延べ〕 141人
（563人）

（２）人事評価の状況【平成29年度】
区分 内　　　容

評　価　期　間 平成29年4月1日～平成30年3月31日

基　　準　　日 平成30年1月1日

対　　象　　者 全職員（派遣職員を除く）

評　価　項　目 職務能力評価、態度姿勢評価、業績評価

【分限処分】
　心身の病気のために公務が行えない状態になった職員

などに対して行われる処分です。
【懲戒処分】
　職員に公務員としてふさわしくない行為があった場合

などに行われる処分です。

（３）不利益処分に関する
　　 不服申立の状況【平成29年度】
　　 ※該当なし

各課からのお知らせ
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市長の部屋

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を
発
想
す
る

　

神
埼
市
は
、
平
成
18
年
３
月
20

日
合
併
誕
生
し
、
ま
も
な
く
13

年
が
経
過
し
ま
す
。
私
は
、
合
併

の
目
的
は
達
成
で
き
た
の
だ
ろ
う

か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
活
性
化

は
図
れ
た
の
だ
ろ
う
か
な
ど
と
、

思
う
こ
と
が
た
び
た
び
あ
り
ま
す
。

　

時
は
遡
り
ま
す
が
、
平
成
15
年

頃
に
は
、
旧
神
埼
郡
６
町
村
が
一

緒
に
合
併
す
べ
く
協
議
が
重
ね
ら

れ
、「
合
併
ま
ち
づ
く
り
計
画
将

来
構
想
」
な
る
も
の
が
作
成
さ
れ
、

合
併
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

に
対
し
て
の
研
究
、
検
討
、
協
議

が
重
ね
ら
れ
ま
し
た
。
当
時
の
合

併
に
向
け
た
メ
リ
ッ
ト
は
下
表
の

と
お
り
で
し
た
。

　

今
年
か
ら
は
、“
幸
せ
つ
な
ご

う 

か
ん
ざ
き
～
み
ん
な
で
支
え

合
い
、
誇
り
と
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま

ち
～
”
を
目
指
す
「
第
２
次
神
埼

市
総
合
計
画
（
２
０
１
８
～
２
０

１
９
）」
に
基
づ
く
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
こ

の
た
め
の
「
実
施
計
画
」
の
具
体

的
事
業
に
つ
い
て
の
取
り
組
み
報

告
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
来
月
号
か
ら

担
当
部
ご
と
に
、
具
体
的
取
り
組

み
事
業
に
つ
い
て
ご
報
告
を
し
て

い
き
ま
す
の
で
、
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ん
か
ら
の
批
評
と
提
案
、
ご

意
見
を
寄
せ
て
い
た
だ
く
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

　
神
埼
市
長
松
本
　
茂
幸

市長交際費の公表
（平成30年12月分）

項目 件数 支出額（円）
弔　慰 0 0
御　祝 ５ 17,000
激　励 0 0
会　費 0 0
見舞い 0 0
その他 0 0

計 ５ 17,000

夜の市長室 どんなことでも構いません。
　皆さまの声をお聞かせください！

◎問い合わせ　総務課　秘書広報係　☎37-0088

　○今後の予定
と　き ところ

２月５日（火） 神埼市役所
３月５日（火） 千代田支所

18：00 ～ 20：00（１組30分程度）
当日は来庁順です。

※お住まいの地区に関係なくお
越しいただけます。

※荒天などの場合は、開催の有
無をお問い合わせください。

　１月の脊振支所開催分には、
４組４人が来庁されました。

　

合
併
協
議
は
当
然
、
デ
メ
リ
ッ
ト

に
つ
い
て
も
話
し
合
わ
れ
、
協
議
の

結
果
は
、
ご
存
知
の
と
お
り
で
、
旧

６
町
村
は
神
埼
市
、
吉
野
ヶ
里
町
お

よ
び
佐
賀
市
の
一
部
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

神
埼
市
は
、
た
く
さ
ん
の
自
然
、

歴
史
、
文
化
、
人
と
い
っ
た
貴
重
な

財
産
を
有
す
る
こ
と
と
な
り
、
こ
れ

ら
の
豊
富
な
資
源
を
活
か
し
、
市
民

の
皆
さ
ん
が
安
全
で
安
心

し
て
活
き
活
き
と
心
豊
か

に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

を
求
め
た
「
第
１
次
神
埼

市
総
合
計
画
」
を
策
定
し
、

そ
の
実
現
に
努
め
て
き
ま

し
た
。
ま
た
合
併
協
定
に

基
づ
く
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
こ
の
結
果
の
実
現
に
つ

い
て
は
、
市
報
（
平
成
24
年
６
月
号

か
ら
９
月
号
お
よ
び
27
年
３
月
号
か

ら
28
年
３
月
号
）
で
お
知
ら
せ
し
た

と
こ
ろ
で
す
。
ま
だ
ま
だ
十
分
に
満

足
い
た
だ
け
な
い
も
の
も
あ
る
と
思

い
ま
す
。
そ
の
後
に
新
た
に
発
生
し

た
行
政
課
題
も
多
岐
に
わ
た
り
ま
す

が
、
そ
の
都
度
、
市
民
生
活
の
向
上

に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

《
市
長
の
部
屋
》

当時の合併に向けたメリット
事項 内容

１ 利便性の向上 利用窓口の拡大による広域での利用が可能。

２ サービスの高度化 行政の拡大で専門職設置や職員のスキルアップが可能。

３ 重点的基盤整備 規模拡大による重点的、グレードの高い投資が可能。

４ 広域的まちづくり 広域的インフラ整備、広域的視点での土地利用が可能。

５ 行財政の効率化 職員数の適正化と人件費節減、組織の充実と整備が可能。

６ 地域イメージアップ 地域の存在感アップと総合力増で苦境を克服可能。
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各課からのお知らせ

　
　平
成
30
年
分　

所
得
税
確
定
申
告

平
成
31
年
度　

市
県
民
税
申
告
の
お
知
ら
せ

◎
問
い
合
わ
せ　

税
務
課　

市
民
税
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
４

　

平
成
30
年
分
所
得
税
・
平
成
31

年
度
市
県
民
税
の
申
告
受
付
期
間

は
、
２
月
18
日
（
月
）
～
３
月
15

日
（
金
）
で
す
。

　

必
要
書
類
の
事
前
準
備
や
作
成

を
早
め
に
行
っ
て
、
期
間
内
に
適

正
な
申
告
を
し
ま
し
ょ
う
。

申
告
が
必
要
な
方

○
確
定
申
告
（
所
得
税
申
告
）

◆
給
与
所
得
が
あ
り
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方

・
給
与
年
収
が
２
，
０
０
０
万
円

を
超
え
る
方

・
給
与
以
外
の
所
得
が
20
万
円
を

超
え
る
方
（
20
万
円
以
下
の
場

合
、確
定
申
告
は
不
要
で
す
が
、

市
県
民
税
申
告
は
必
要
で
す
）

・
２
ヵ
所
以
上
か
ら
給
与
を
も

ら
っ
て
い
る
方

◆
給
与
以
外
の
所
得
が
あ
り
、
所

得
の
合
計
額
が
所
得
控
除
の
合
計

額
を
超
え
る
方

・
事
業
（
商
業
・
農
業
な
ど
）
を

営
ん
だ
方

・
不
動
産
収
入
が
あ
っ
た
方

・
雑
所
得
（
個
人
年
金
・
太
陽
光

発
電
の
売
買
収
入
な
ど
）
が
あ
っ

た
方

・
一
時
所
得
（
保
険
の
満
期
受
取
金

な
ど
）
が
あ
っ
た
方

・
土
地
や
建
物
、
株
式
の
売
却
が

あ
っ
た
方

※
青
色
申
告
の
方
、
分
離
課
税
所
得

（
土
地
建
物
・
株
式
等
の
譲
渡
所

得
お
よ
び
先
物
取
引
に
係
る
雑
所

得
な
ど
）
の
あ
る
方
は
鳥
栖
税
務

署
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
年
金
所
得
が
あ
り
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方

・
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が
４
０

０
万
円
を
超
え
る
方

・
公
的
年
金
等
以
外
に
20
万
円
を
超

え
る
所
得
が
あ
る
方
（
20
万
円
以

下
の
場
合
、
確
定
申
告
は
不
要
で

す
が
、市
県
民
税
申
告
は
必
要
で
す
）

※
右
記
以
外
の
方
で
あ
っ
て
も
、
各

種
控
除
の
適
用
を
受
け
る
た
め
に

申
告
を
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

◆
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
方

　

次
の
場
合
、
申
告
を
す
る
と
源
泉

徴
収
さ
れ
た
所
得
税
の
還
付
を
受
け

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
場
合

（
医
療
費
控
除
）

・
住
宅
の
取
得
や
一
定
の
増
改
築
の

た
め
に
、
銀
行
な
ど
か
ら
借
り
た

住
宅
資
金
の
借
入
金
残
高
が
あ
る

場
合（
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
）

・
年
末
調
整
後
に
配
偶
者
の
所
得
や

扶
養
親
族
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合

○
市
県
民
税
申
告

　

平
成
31
年
１
月
１
日
現
在
、
神
埼

市
内
に
住
所
が
あ
る
方
。
た
だ
し
、

次
の
①
～
③
の
方
は
除
き
ま
す
。

①
確
定
申
告
を
し
た
方

②
年
末
調
整
を
受
け
た
給
与
所
得
以

外
の
所
得
が
な
い
方

③
収
入
が
公
的
年
金
の
み
の
方

◆
収
入
が
な
く
て
も
市
県
民
税
申

告
が
必
要
な
方

・
学
校
や
市
役
所
、
金
融
機
関
な

ど
に
所
得
課
税
証
明
書
の
提
出

を
求
め
ら
れ
る
方

・
国
民
健
康
保
険
や
介
護
保
険
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入

さ
れ
て
い
る
方

・
市
外
在
住
の
家
族
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
方

・
各
種
福
祉
制
度
を
利
用
す
る
方

申
告
に
必
要
な
も
の

□
印
鑑

□
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ
は
が
き

（
税
務
署
か
ら
送
ら
れ
て
き
て
い
る

方
の
み
）

□
収
入
に
関
す
る
書
類

・
源
泉
徴
収
票

・
支
払
調
書

・
収
支
内
訳
書　

な
ど

□
控
除
に
関
す
る
書
類

・
健
康
保
険
料
等
の
納
付
証
明
書

・
生
命
保
険
料
等
の
控
除
証
明
書

・
医
療
費
の
明
細
書

・
寄
附
金
の
領
収
書　

な
ど

□
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
に
関
す
る
書
類

　

次
の
い
ず
れ
か
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
お

よ
び
本
人
確
認
書
類
（
免
許
証

な
ど
）

※
扶
養
親
族
が
い
る
場
合
は
、
扶

養
親
族
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
把

握
も
必
要
で
す
。

□
通
帳
（
還
付
金
の
振
込
先
）

鳥
栖
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
活
用

く
だ
さ
い
！

　

申
告
に
関
す
る
各
種
様
式
の
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
や
申
告
書
、
青
色
申

告
決
算
書
な
ど
の
作
成
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
印
刷
後
は
そ
の
ま
ま

提
出
で
き
ま
す
。

・
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

w
w
w
.n
ta.g
o
.jp

「
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ
」
は
が

き
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
！

　

昨
年
、
書
面
で
申
告
書
を
提
出

さ
れ
た
方
は
、
左
記
の
は
が
き
が

送
付
さ
れ
ま
す
。
申
告
時
に
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ　

鳥
栖
税
務
署

☎
０
９
４
２
‐
８
２
‐
２
１
８
５
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平成30年分 所得税確定申告
平成31年度 市県民税申告　相談日程

神　埼　町

千 代 田 町

税 務 署

脊　振　町

会場：神埼市中央公民館　第1研修室

会場：千代田支所　１- １会議室 会場：脊振ふれあい館　１階会議室

月 日 曜日 地区別日割
８:30 ～ 12:00 13:00 ～ 17:00

2

18 月 駅通り 平ヶ里
19 火 姉川東分・姉川西分 尾崎西分・伏部
20 水 横武・上六丁・戸井土 下六丁・池辺田･莞牟田
21 木 本告牟田・山田・鶴田 姉川上分・姉川下分
22 金 協和町・西小津ヶ里 小津ヶ里
25 月 野目ヶ里・荒堅目・蔵戸 神納・大依
26 火 犬の目 石井ヶ里
27 水 三谷・竹原 東山・志波屋
28 木 尾崎東分・猪面 岩田・唐香原

3

1 金 利田・野寄・野田 平山・川寄・柏原
4 月 出来町・大門 永歌
5 火 駅ヶ里 田道
6 水 一丁目・二丁目 三丁目・四丁目
7 木 朝日・八子 城原・二子
8 金 仁比山・小渕 的
11 月 右原・馬郡 鶴西・鶴東
12 火 本堀 本堀・曽根ヶ里
13 水 予備 予備
14 木 予備 予備
15 金 予備 予備

◆神埼会場では、毎週火曜日19時まで受付時間を延長します。

月 日 曜日 地区別日割
８:30 ～ 12:00・13:00 ～ 17:00

2

18 月 新宿・仁戸田・迎島
19 火 大石・丁太田・柴尾
20 水 高志・原の町・出来島
21 木 詫西・上西・中津
22 金 上黒井・川崎・龍尾・下板
25 月 﨑村・藤東・餘江
26 火 栁島・下西・上神代
27 水 十条・林慶・東野ヶ里
28 木 乙南里・小森田・境原

3

1 金 　姉・下黒井・小鹿
4 月 下直鳥・快楽
5 火 嘉納・下犬童
6 水 上直鳥・用作
7 木 詫東・上地・下神代
8 金 丙太田・上犬童
11 月 大島・大野
12 火 又南里・仲田町団地・渡瀬
13 水 黒津・藤西
14 木 予備
15 金 予備

月 日 曜日 地区別日割
８:30 ～ 12:00 13:00 ～ 17:00

2

18 月 広滝西・広滝東・広滝下
19 火 広滝西・広滝東・広滝下
20 水 岩政倉今
21 木 鳥羽院
22 金 鳥羽院 一番ヶ瀬
25 月 一番ヶ瀬
26 火 久保山
27 水 久保山 鹿路
28 木 鹿路

3
1 金 頭服
4 月 頭服 予備
5 火 予備

脊振会場での申告受付は３月５日（火）までです。
６日（水）以降は神埼・千代田会場で受け付けます。

地区別の相談日で都合がつかない方は、地区の日程以外
でも受付が可能です！

▲消費税軽減税率について

閉庁日対応窓口　　休日に申告相談できます！
○会場　佐賀税務署　☎32-7511
○日程　２月24日(日)・３月３日(日)
○時間　９時～ 16時

確定申告相談対応窓口
○会場　鳥栖税務署
○日程　２月18日(月) ～３月15日(金)　※土日、祝日を除く
○時間　９時～ 16時
◎問い合わせ　鳥栖税務署　☎0942-82-2185
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各課からのお知らせ

平成31年度 神埼市嘱託職員・臨時職員募集！

業務名　（免許等の条件）
募集
人数

基本的な勤務形態 主な勤務場所
報酬月額

（見込み）
担　当　課

国際交流専門員
（実用フランス語技能検定試験2級
以上またはDELF B2以上またはTCF 
3以上）

１人
月～金曜日
8:30 ～ 16:30

企画課 146,800円
企画課
☎37-0102

区長文書配送、郵便物の収受および

施設ごみ収集等業務 普※AT限定不
可

１人 基本 ※月17日勤務 総務課 142,100円
総務課
☎37-0100

市バスの運転・管理業務
（大型一種免許または大型二種免許）

１人 基本 ※月16日勤務 財政課 154,400円
財政課
☎37-0101

特定健診・特定健康指導業務

（保健師免許） 普
1人 基本 ※月17日勤務

市民課
健康増進課

174,200円
市民課
☎37-0115

保健センター業務

（保健師免許） 普
１人

月～金曜日
8:30 ～ 17:00
※月22日勤務 神埼町

保健センター

201,600円

健康増進課
☎51-1234

保健センター業務

（保健師または助産師免許） 普
1人 201,600円

保健センター業務

（看護師免許） 普
１人 基本 ※月17日勤務

看護師
157,200円

嘱託職員

○応募資格　原則、神埼市内在住の方
○申込方法　次の書類を担当課へ提出してください。
・市販のA4サイズ（A3二つ折）の履歴書
・官製はがき（返信先記入）
・資格を必要とする職種は、証明する書類の写し
※普通自動車免許証の写しは不要
○受付期間　２月１日（金）～ 20日（水）
　　　　　　８：30 ～ 17：15（土日祝日を除く）

○選考方法　書類選考・面接
※面接日は、担当課からはがきで連絡します。
○その他
・勤務形態、報酬月額・賃金、採用人数などは変更に

なる場合があります。報酬（嘱託職員）は、毎月21
日払い、賃金（臨時職員）は翌月10日払いです。

・通勤手当等の支給はありません。
・勤務形態等は業務ごとに異なります。

普･･･普通自動車運転免許　PC･･･パソコン操作　基本･･･月～金曜日（８：30 ～ 17：15）

任用期間：平成31年４月１日～平成32年３月31日
保 険 等：社会保険・雇用保険、労災保険
有給休暇：有　　休日：土日祝日、定例日、年末年始（勤務形態により異なります）

有
料
広
告

有
料
広
告
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業務名　（免許等の条件）
募集

人数
基本的な勤務形態 主な勤務場所

報酬月額

（見込み）
担　当　課

家庭児童相談員

（保育士、社会福祉士、精神保健福

祉士、臨床心理士、幼稚園教諭、小

中学校教諭、保健師免許のいずれか

を有する人）

（公的機関での相談等の経験2年以

上の人）

1人
月～金曜日

9:00 ～ 16:00

福祉課

138,100円

福祉課

☎37-0110

子育て支援相談員 普 1人
月～金曜日

9:00 ～ 16:00
136,000円

介護支援専門員

（介護支援専門員または保健師また

は社会福祉士資格） 普  PC

１人

月～金曜日

8:30 ～ 17:00

※月22日以内勤務

高齢障がい課 201,600円
高齢障がい課

☎37-0111

公園・道路維持管理業務

①大型特殊自動車等運転技術資格

②準中型自動車免許

①1人

②1人

基本 ※月17日勤務

市内

（主に神埼町）
138,100円

建設課

☎37-0103

公園・道路維持管理業務

（準中型自動車免許）
1人

市内

（主に千代田町）
138,100円

文化財調査員 普

（公的機関での経験5年以上）
１人 基本 ※月17日勤務 社会教育課 144,500円

社会教育課

☎44-2731
社会教育指導員 普 PC

（社会教育事業の経験2年以上）
１人

※基本 4時間勤務

※月17日以内、月68時間

勤務

神埼市中央公民館 99,800円

千代田文化会館管理業務 普  PC １人 基本 ※月17日勤務 千代田文化会館 136,000円
千代田文化会館

☎44-2051

千代田支所総合窓口業務 普  PC １人 基本 ※月17日勤務
千代田支所

総合窓口課
136,000円

千代田支所

総合窓口課

☎44-2111

プレアホール神埼

まずはプレアホール神埼へご相談ください永久の旅立ち…

仏壇・仏具・仏壇クリーニング
墓石・墓石クリーニング・法名塔（名前入れ）
法事料理（四十九日・初盆・一周忌・三回忌等）
供養菓子・悲礼返し・礼品等
各種取扱い致しております。

ご葬儀について、『わからない…不安…』そんな方は、
事前相談、お見積り、会館見学、会員募集等、随時受付けいたしております。
ご自宅への無料見積りも随時おこなっておりますのでお気軽にお電話下さい。

年中無休 24時間受付

株式会社ＪＡセレモニーさが
神埼市神埼町本堀2716-4

TEL.0952-55-8008 FAX.0952-55-8007

J A葬祭
その他取扱い商品

有
料
広
告

有
料
広
告
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各課からのお知らせ

業務名　（免許等の条件）
募集
人数

基本的な勤務形態 主な勤務場所
賃　金

（見込み）
担　当　課

一般事務補助 普 PC
14人

程度
① 基本 ②8:30 ～ 16:30の短時
間勤務あり

本庁・支所の

各担当課

①日額6,400円

②日額5,782円

総務課

☎37-0100

生活保護レセプト点検業務

（医療事務経験者） PC
１人 基本 ※月２日 福祉課 日額6,500円

福祉課

☎37-0110

子育て支援センター保育士

（保育士免許)
1人

月～金曜日（9:00 ～ 16:00）

※月10日以内

千代田町保健セン

ター内（子育て支

援センター）

日額5,814円

子育て支援

センター

☎44-4908

各種健診相談等一般事務

 普

15人

程度

基本 ※月３日程度
千代田町

保健センター

日額6,400円

時給　826円

健康増進課

☎51-1234

各種健診相談等業務

（保健師免許） 普

10人

程度

日額8,200円

時給1,058円

各種健診相談等業務

（助産師免許） 普

5人

程度

日額8,200円

時給1,058円

各種健診相談等業務

（看護師免許） 普

10人

程度

日額7,400円

時給　955円

各種健診相談等業務

（准看護師免許） 普

5人

程度

日額7,000円

時給　903円

各種健診相談等業務

（歯科衛生士免許） 普

25人

程度

日額7,400円

時給　955円

各種健診相談等業務

（保育士または幼稚園教諭免

許） 普

5人

程度

日額7,510円

時給　969円

各種健診相談等業務

（栄養士免許） 普

8人

程度

日額7,400円

時給　955円

公園・道路管理補助

（準中型自動車免許）

①3人

②2人
基本 ※月15日

①主に神埼町内

②主に千代田町内
日額6,400円

建設課

☎37-0103

仁比山公園キャンプ村管理、

仁比山公園・八天神社公衆ト

イレ清掃 普

1人

4時間／日

※月20日以内

うち５月の６日間と11月の九年庵

一般公開時（９日間）は7時間45

分／日

仁比山公園ほか

日額3,304円

（４時間勤務）

※うち５月の６
日 間 と11月 の
九年庵一般公開
時（９日間）は
日額6,400円

（７時間45分勤
務）

日の隈公園管理・トイレおよ

び周辺清掃 普
1人 4時間／日　※月20日以内 日の隈公園 日額3,304円

水車の里遊学館の管理および

高速神埼バス停・水車の里ト

イレの清掃 普

2人
9：30 ～ 16：30

火曜日以外月15日以内、交替勤務

水車の里遊学館ほ

か
日額4,956円

臨時職員 任用期間：平成31年４月１日～平成32年３月31日
保 険 等：社会保険、雇用保険は条件適用有、労災保険
休日：年末年始ほか（勤務形態により異なります）
任用手続き：選考成績上位者から任用期間・条件等を定め順次任用（任用されない場合有）
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業務名　（免許等の条件）
募集

人数
基本的な勤務形態 主な勤務場所

賃　金

（見込み）
担　当　課

横武クリーク公園および葦辺

の館管理 普
2人

9：30 ～ 16：30

火曜日以外月15日以内、交代勤務
横武クリーク公園 日額4,956円

建設課

☎37-0103

学校給食調理員 17人 月～金曜日（7：45 ～ 17：00）

うち7時間45分勤務

休日：土日祝日、年末年始、学校

長期休業期間

神埼市学校給食共

同調理場

日額6,800円

学校給食共同調

理場

☎51-4008

学校給食配送車運転手兼調理

員補助  普※AT限定不可
4人

学校給食調理員（代替職員）
4人

程度

月～金曜日（7：45 ～ 17：00）

※勤務時間は相談可

休日：土日祝日、年末年始、学校

長期休業期間
時給878円

学校給食配送車運転手兼調理

員補助（代替職員） 普※AT

限定不可

3人

程度

月～金曜日（10：30 ～ 14：30）

のうち３時間以内の勤務

放課後児童クラブ支援員

（代替職員） 普

５人

程度

14:00 ～ 18:30のうち4時間以内、

土曜日、長期休業期間中は、7:00

～ 18:30のうち6時間以内の交替

勤務

※勤務時間、日数はクラブにより

異なる

神埼町、千代田町

の各小学校敷地内

脊振2000年館

資格有

時給900円

　資格無

　時給850円

社会教育課

☎44-2731

放課後児童クラブ事務補助お

よび支援員補助 普
１人

①13:00 ～ 17:00

②14:00 ～ 18:30のうち4時間以

内勤務、土曜日、長期休業期間中は、

7:00 ～ 18:30のうち6時間以内

勤務

ただし、①②あわせて週29時間以

内

社会教育課および

市内児童クラブ

①放課後児童ク

ラブ事務補助

時給826円

②放課後児童ク

ラブ支援員補助

時給850円

神埼勤労者体育館管理人 1人 17:00 ～ 22:00（休館日以外） 神埼勤労者体育館 時給826円

次郎体育館管理人 1人 8:00 ～ 17:00（土日祝日） 次郎体育館 時給826円

神埼中央公園体育館管理人
①2人

②2人

①8:00 ～ 17:00（土日祝日）

②17:00 ～ 22:00（休館日以外）

神埼中央公園

体育館
時給826円

神埼市Ｂ＆Ｇ海洋センター体

育館管理人

①2人

②1人

①8:00 ～ 17:00（休館日以外）

②17:00 ～ 22:00（休館日以外）

神埼市Ｂ＆Ｇ海洋

センター体育館
時給826円

千代田文化会館警備員 普

（危険物取扱者甲種または乙

種4類）

1人 火～日曜日（17:00 ～ 22:00） 千代田文化会館 時給840円

埋蔵文化財発掘作業員
5人

程度

8:30 ～ 17：15（年間20日程度）

（月～金曜日のうち現地調査があ

る日のみ）

市内一円

（調査現場）
日額6,400円
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各課からのお知らせ

業務名　（免許等の条件）
募集
人数

基本的な勤務形態 主な勤務場所
賃　金

（見込み）
担　当　課

伊東玄朴旧宅管理人 2人

①9:00 ～ 12:00

②13:00 ～ 16:00

（休館日以外）

伊東玄朴旧宅 時給826円
社会教育課

☎44-2731

神埼市中央公民館一般事務補

助 普 PC

（危険物取扱者甲種または乙

種4類）

1人 月～金曜日（8:30 ～ 16:30） 神埼市中央公民館 日額5,882円

神埼市中央公民

館

☎53-2325
神埼市中央公民館施設管理人

①②で

4人

③1人

①月～金曜日（17:00 ～ 22:00）

※隔日交替勤務

②土曜日（8:30 ～ 22:00）

※3交替勤務

　日曜日（8:30 ～ 18:15）

※2交替勤務

③音響照明操作ができる方

（市行事等で年間40日程度）

神埼市中央公民館 時給826円

図書館司書補助

 普 PC
3人

8:30 ～ 17:15（うち7時間45分）

週3日以内の指定する日

※遅出、土日勤務あり

神埼市立図書館 日額6,400円

脊振公民館事務補助 普 PC 1人
月～金曜日（9:00 ～ 17:00）

※月10日以内
脊振公民館 日額5,782円

脊振公民館

☎59-2131
図書館脊振分館司書業務 普 1人

9:00 ～ 18:00（うち７時間45分）

土曜日と指定した日
脊振2000年館 時給826円

歯科衛生士、窓口業務

(歯科衛生士免許)  普
1人

月～金曜日（8:30 ～ 17:45）

うち7時間45分勤務

※月４～５日程度
神埼市国民健康

保険脊振診療所

歯科衛生士

日額9,000円

看護師

日額9,300円

准看護師

日額8,300円

脊振支所

総合窓口課

☎59-2111看護師、窓口業務

（看護師または准看護師免許） 

普

1人

月～金曜日（8:30 ～ 17:45）

うち7時間45分勤務

※月７～８日程度

　
　保育士（任期付職員）採用試験

◎申込・問い合わせ　総務課　人事係　☎37-0100

○採用予定人数　１人
○受験資格　保育士免許所持者
○任用期間
　平成31年４月１日～平成33年３月31日
○給与・各種手当など
　保育士初任給157,000円を基礎に経験年数等を考
慮して決定します。
※期末・勤勉手当、時間外勤務手当、通勤手当等を支

給します。
○申込方法
受験申込書、自己ＰＲシート、保育士証の写しを提出
※試験案内・申込書は申込先で配布、または市ホーム

ページから取得可能

○受付期間
　２月１日（金）～ 20日（水）
　８時30分～ 17時15分
※土日祝日を除く
※郵送の場合、当日消印有効
○試験案内・申込書配布場所
　神埼市役所２階　総務課
※市ホームページからダウンロードできます。
○選考試験　２月25日（月）
　書類選考・面接等
※時間・場所等の詳細は試験案内をご覧ください。
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後
期
高
齢
者
医
療
保
険
・
国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
皆
さ
ん
へ

確
定
申
告 

医
療
費
控
除
の
手
続
き

後
期
高
齢
医
療
保
険
に
加
入
の
皆
さ
ん
へ　
　
　
　
　
　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
関
す
る
お
知
ら
せ

国
民
年
金
保
険
料　

口
座
振
替
で
の
前
納
が
お
得

◎
問
い
合
わ
せ

　

市
民
課　

後
期
高
齢
年
金
係
・
国
保
医
療
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
５

佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合　

☎
６
４
‐
８
４
７
６

◎
問
い
合
わ
せ　

市
民
課　

後
期
高
齢
年
金
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
５

佐
賀
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合　

☎
６
４
‐
８
４
７
６

◎
問
い
合
わ
せ　

市
民
課　

後
期
高
齢
年
金
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
５

佐
賀
年
金
事
務
所　
　
　
　
　

☎
３
１
‐
４
１
９
１

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
・
国
民

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方

は
、
確
定
申
告
で
の
医
療
費
控
除

の
手
続
き
の
際
、「
医
療
費
の
お

知
ら
せ
」
を
医
療
費
の
明
細
書
と

し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」の
送
付

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者

　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か

ら
２
月
22
日
に
発
送
さ
れ
ま
す
。

（
９
月
～
12
診
療
分
）

・
国
民
健
康
保
険
加
入
者

　

市
か
ら
３
月
上
旬
に
発
送
し
ま

す
。（
８
月
～
12
月
診
療
分
）

　

現
在
服
用
さ
れ
て
い
る
薬
を

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替

え
ら
れ
た
場
合
に
、
薬
代
の
自
己

負
担
額
を
ど
の
く
ら
い
軽
減
で
き

る
か
試
算
し
た
差
額
通
知
ハ
ガ
キ

を
、
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連

合
か
ら
発
送
し

て
い
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
口
座
振
替

で
ま
と
め
て
前
払
い
（
前
納
）
す

る
と
、
大
変
お
得
で
す
。

　

当
月
分
保
険
料
を
当
月
末
に
振

替
納
付
す
る
こ
と
に
よ
り
、
月
々

50
円
割
引
さ
れ
る
「
早
割
制
度
」

や
、
現
金
納
付
よ
り
も
割
引
額
が

多
い
「
６
カ
月
前
納
」、「
１
年
前

納
」、「
２
年
前
納
」
が
あ
り
ま
す
。

○
前
納
の
申
込
締
切
日

　

２
月
28
日
（
木
）

※
１
カ
月
ご
と
の
振
替
は
、
随
時

申
込
み
可
能
で
す
。

○
持
参
す
る
も
の

・
年
金
手
帳
（
基
礎
年
金
番
号
が

わ
か
る
も
の
）

・
口
座
番
号
が
わ
か
る
も
の
（
預

金
通
帳
な
ど
）

・
金
融
機
関
へ
の
届
出
印

○
申
込
先

・
口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
金
融

機
関

・
佐
賀
年
金
事
務
所

・
市
民
課　

後
期
高
齢
年
金
係

・
各
支
所　

総
合
窓
口
課

国
民
年
金
保
険
料
の
産
前
産
後
期

間
の
免
除
制
度
が
始
ま
り
ま
す

○
施
行
日

　

平
成
31
年
４
月
１
日

○
対
象
と
な
る
方

　

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

で
、
出
産
日
が
平
成
31
年
２
月
１

日
以
降
の
方

○
免
除
期
間

　

出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が

属
す
る
月
の
前
月
か
ら
４
カ
月
間
、

多
胎
妊
娠
の
場
合
は
、
出
産
予
定

日
ま
た
は
出
産
日
が
属
す
る
月
の

３
カ
月
前
か
ら
６
カ
月
間
の
国
民

年
金
保
険
料
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

○
届
出
先

・
市
民
課　

後
期
高
齢
年
金
係

・
各
支
所　

総
合
窓
口
課

　

出
産
予
定
日
の
６
カ
月
前
か
ら

届
出
が
で
き
ま
す
。

※
届
出
が
で
き
る
の
は
施
行
日
の

平
成
31
年
４
月
か
ら
で
す
。

※
出
産
前
に
届
出
を
す
る
場
合

は
、
母
子
健
康
手
帳
な
ど
出
産

予
定
日
が
分
か
る
書
類
の
添
付

が
必
要
で
す
。

※
領
収
書
を
元
に
「
医
療
費
控
除

の
明
細
書
」
を
作
成
し
た
場
合

や
、
ご
自
身
で
額
を
訂
正
し
た

場
合
は
、
医
療
費
領
収
書
は
確

定
申
告
期
限
か
ら
５
年
間
保
存

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
医
療
費
控
除
の
申
告
に

関
す
る
こ
と
は
、
鳥
栖
税
務
署
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

鳥
栖
税
務
署

☎
０
９
４
２
‐
８
２
‐
２
１
８
５

○
通
知
の
対
象
と
な
る
方

　

平
成
30
年
10
月
に
処
方
さ
れ
た

先
発
医
薬
品
を
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
に
切
り
替
え
ら
れ
た
場
合

に
、
１
ヵ
月
あ
た
り
の
自
己
負
担

額
の
軽
減
が
一
定
額
以
上
見
込
ま

れ
る
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
必
ず
し
も
全
員
の
方
に
届
く
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　「
マ
チ
イ
ロ
」ア
プ
リ

市
報
か
ん
ざ
き
を
ス
マ
ホ
で

◎
問
い
合
わ
せ　

総
務
課

秘
書
広
報
係　

☎
３
７
‐
０
０
８
８

　

市
報
か
ん
ざ
き
を
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
ア
プ
リ
「
マ
チ
イ
ロ
」
で

配
信
し
て
い
ま
す
。

◆
ア
プ
リ
な
ら
・
・
・

・
最
新
号
の
配
信
を
お
知
ら
せ
！

・
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
が
読
め
る
！

【
登
録
方
法
】

①
Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
取
り
、
ア

プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
。

②
「
お
住
ま
い
の
地
域
」
で
神

埼
市
を
登
録
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各課からのお知らせ

　
　障
害
者
控
除
対
象
者
の

認
定
を
行
い
ま
す

◎
申
請
・
問
い
合
わ
せ

　

高
齢
障
が
い
課　

地
域
支
援
係

　
　
　
　
　
　

 
☎
３
７
‐
０
１
１
１

　

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
を
お
持

ち
で
な
い
方
で
も
要
介
護
認
定
を

受
け
ら
れ
て
い
る
場
合
は
、
所
得

税
・
市
県
民
税
の
障
害
者
控
除
の

対
象
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
対
象
者

　

要
介
護
認
定
を
受
け
ら
れ
て
い

る
65
歳
以
上
の
方
で
、
身
体
障
害

者
お
よ
び
知
的
障
害
者
に
準
ず
る

と
認
定
さ
れ
る
方

○
持
参
す
る
も
の

・
対
象
者
の
介
護
保
険
被
保
険
者

証
・
印
か
ん
（
朱
肉
を
使
う
も
の
）

※
認
定
結
果
の
交
付
に
は
２
週
間

程
度
か
か
り
ま
す
。

◆
判
定
基
準

・
日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
す
よ

う
な
症
状
・
行
動
や
意
思
疎
通

の
困
難
さ
が
み
ら
れ
、
介
護
が

必
要

・
一
日
中
ベ
ッ
ド
上
で
過
ご
し
、

排
泄
、
食
事
、
着
替
え
に
お
い

て
介
助
が
必
要

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　
　後
期
高
齢
者
医
療
保
険
お
よ
び
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
の
方
へ

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
制
度
の
お
知
ら
せ

◎
問
い
合
わ
せ　
【
医
療
保
険
（
国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
）】

　
　
　
　
　
　
　
　

市
民
課　

国
保
医
療
係
・
後
期
高
齢
年
金
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
５

　
　
　
　
　
　
　
【
介
護
保
険
】

　
　
　
　
　
　
　
　

高
齢
障
が
い
課　

地
域
支
援
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
１

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
賀
中
部
広
域
連
合　

給
付
課　

☎
４
０
‐
１
１
３
４

○
支
給
要
件
・
支
給
額

　

世
帯
内
の
医
療
保
険
の
加
入
者

の
方
が
、
平
成
29
年
８
月
か
ら
平

成
30
年
７
月
末
ま
で
に
支
払
っ
た

医
療
・
介
護
保
険
の
自
己
負
担
額

が
基
準
額
を
超
え
る
場
合
、
そ
の

超
え
た
額
を
支
給
し
ま
す
。

○
申
請
手
続
き

　

支
給
の
対
象
者
に
は
、
２
月
中

旬
に
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

お
知
ら
せ
が
届
い
た
場
合
、
市
民

課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
29
年
８
月
か
ら
平
成
30
年

７
月
末
ま
で
の
間
に
、
次
に
該
当

さ
れ
る
方
は
、
申
請
の
対
象
と
な

る
旨
の
お
知
ら
せ
が
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

・
県
外
か
ら
転
入
さ
れ
た
方

高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
医
療
費
制
度
と
は

　

医
療
と
介
護
の
両
方
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
世
帯
の
負
担
を
軽

減
す
る
制
度
で
す
。
世
帯
内
の
各
医
療
保
険
の
加
入
者
の
方
が
、
１
年
間

に
支
払
っ
た
医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
自
己
負
担
を
合
計
し
、
基
準
額
を

超
え
た
場
合
に
、
そ
の
超
え
た
金
額
を
支
給
し
ま
す
。

　

支
給
に
は
２
年
の
時
効
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
他
の
医
療
保
険
か
ら
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
に
移
ら
れ
た
方

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
資
格
を

喪
失
さ
れ
た
方

※支給額の計算について
・高額療養費や高額介護サービス費の支給を受けている場合は、それら

を差引いた自己負担額で計算します。
・同世帯であっても、加入している医療保険が異なる場合は、別々に計

算します。
・70歳未満の人は、１ヵ月に同一医療機関ごと、入院、通院ごと、診療

科ごとに21,000円以上となった自己負担額のみ合算対象とします。
・食費、居住費、差額ベッド代などは合算対象となりません。
・医療費または介護サービス費の自己負担額のいずれかが０円の場合、

支給対象となりません。
・算定された支給額が500円以下の場合、支給対象となりません。

神埼市神埼町志波屋3627
TEL 0952-53-1747
携帯 090-8836-5630

相談は、無料です。

行政書士

相続手続
土地や建物が亡くなった人の

名義になっている

遺言書
死んだら、家や土地の名義は
どうなるのだろう？

その他

（日本行政書士会登録番号 05410974）

建設業許可・産業廃棄物・
内容証明・車庫証明 等

ホームページ ゆずりは 神埼 検索 行政書士には守秘義務があります。お気軽にご連絡ください

有
料
広
告

他
の
医
療
保
険
加
入
者
の
申
請

（
協
会
け
ん
ぽ
・
健
保
組
合
・

共
済
な
ど
）

　

加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
者
に

申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。
そ
の
際

に
介
護
保
険
の
「
自
己
負
担
額
証

明
書
」
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
証

明
の
発
行
に
は
、
１
ヵ
月
程
度
か

か
り
ま
す
。

○
自
己
負
担
額
証
明
書
の
申
請
先

・
高
齢
障
が
い
課　

地
域
支
援
係

・
佐
賀
中
部
広
域
連
合

支給額を計算する際の基準額（自己負担限度額）
※平成29年8月～平成30年7月末までの分を合算します。
◆70歳以上

所得区分
75歳以上 70 ～ 74歳

後期高齢者医療保険
＋介護保険

国民健康保険
＋介護保険

現役並み所得者 67万円 67万円

一般 56万円 56万円

世帯全員が住
民税非課税

区分Ⅱ 31万円 31万円

区分Ⅰ 19万円 19万円

◆70歳未満

所得区分 区分
70歳未満

国民健康保険＋
介護保険

所得901万円超 ア 212万円
所得600万円超　　
901万円以下

イ 141万円

所 得210万 円 超　
600万円以下

ウ 67万円

所得210万円以下住
民税非課税世帯除く

エ 60万円

住民税非課税世帯 オ 34万円
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有
料
広
告

　
　

　
　

【
平
成
31
年
４
月
か
ら
】

コ
ン
ビ
ニ
納
付
が
可
能
に
～
介
護
保
険
料
～

神
埼
市
国
民
健
康
保
険
加
入
の
方
へ

２
月
は
特
定
健
診
強
化
月
間
で
す

◎
問
い
合
わ
せ　

高
齢
障
が
い
課　

地
域
支
援
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
１

佐
賀
中
部
広
域
連
合　

業
務
課　

☎
４
０
‐
１
１
３
５

◎
問
い
合
わ
せ　

市
民
課　

国
保
医
療
係　

☎
３
７
‐
０
１
１
５

　

平
成
31
年
４
月
以
降
に
発
行
す

る
納
付
書
（
バ
ー
コ
ー
ド
の
印
字

さ
れ
た
納
付
書
）
は
、
こ
れ
ま
で

の
お
取
扱
窓
口
（
金
融
機
関
や
郵

便
局
）
に
加
え
て
、
次
の
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
営
業
時
間
中

は
、
曜
日
や
時
間
を
気
に
す
る
こ

と
な
く
、
い
つ
で
も
お
支
払
い
が

で
き
ま
す
。

　

従
来
ど
お
り
金
融
機
関
、
郵
便

局
で
の
窓
口
納
付
や
口
座
振
替
も

で
き
ま
す
の
で
、
ご
都
合
の
よ
い

納
付
方
法
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

　

神
埼
市
国
民
健
康
保
険
で
は
、

生
活
習
慣
病
の
好
発
年
齢
で
あ
る

40
歳
以
上
を
対
象
に
、
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し

た
特
定
健
康
診
査
や
特
定
保
健
指

導
お
よ
び
重
症
化
予
防
対
策
等
の

保
健
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
神
埼
市
国
民
健
康

保
険
の
特
定
健
診
受
診
率
は
38
・

３
％
（
Ｈ
29
）
と
県
内
20
市
町
中

18
位
と
い
う
状
況
で
あ
り
、
特
定

健
診
受
診
率
向
上
を
重
要
課
題
と

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

幸
せ
つ
な
ご
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

今
回
、
特
定
健
診
の
受
診
率
向

上
を
図
る
た
め
、
特
定
健
診
を
受

け
た
方
を
対
象
と
し
た
「
幸
せ
つ

な
ご
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施

し
ま
す
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、

応
募
さ
れ
た
方
に
抽
選
で
プ
レ
ゼ

ン
ト
が
当
た
り
ま
す
。

　

す
で
に
特
定
健
診
を
受
け
た
方

は
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

ま
だ
特
定
健
診
が
お
済
み
で
な

い
方
も
、
平
成
31
年
２
月
末
ま
で

に
特
定
健
診
を
受
診
し
、
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

【
注
意
】

※
送
付
す
る
納
付
書
は
、
納
期
ご

と
に
一
枚
ず
つ
に
な
っ
て
い
ま

す
。
納
付
書
に
記
載
さ
れ
て
い

る
納
期
・
納
期
限
を
よ
く
お
確

か
め
く
だ
さ
い
。

※
領
収
書
は
、
支
払
済
み
の
証
と

な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
お
受
け

取
り
く
だ
さ
い
。

※
次
の
納
付
書
に
つ
い
て
は
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
の
取

扱
が
で
き
ま
せ
ん
。
納
付
書
の

裏
面
に
記
載
さ
れ
て
い
る
金
融

機
関
お
よ
び
郵
便
局
窓
口
で
お

支
払
い
く
だ
さ
い
。

・
バ
ー
コ
ー
ド
印
字
が
な
い
納
付

書
（
コ
ン
ビ
ニ
収
納
開
始
以
前

に
発
行
し
た
納
付
書
を
含
む
）

・
コ
ン
ビ
ニ
使
用
期
限
を
経
過
し

た
納
付
書

・
破
損
、
汚
損
な
ど
に
よ
り
バ
ー

コ
ー
ド
の
読
み
取
り
が
で
き
な

い
納
付
書

・
金
額
を
訂
正
し
た
も
の

○
応
募
資
格

　

平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

31
年
2
月
28
日
ま
で
に
神
埼
市
国

保
特
定
健
診
を
受
診
し
た
方

※
市
で
実
施
の
住
民
総
合
健
診
・

毎
日
健
診
・
個
別
健
診
・
人
間

ド
ッ
ク
で
特
定
健
診
を
受
診
し

た
方

○
応
募
受
付
期
間　

　

２
月
１
日
（
金
）
～

　
　
　
　
　
　

３
月
８
日
（
金
）

○
応
募
方
法　

　

応
募
用
紙
お
よ
び
応
募
箱
を
本

◆
利
用
可
能
な
主
な

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
、
ロ
ー
ソ

ン
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、
ミ

ニ
ス
ト
ッ
プ
、
デ
イ
リ
ー
ヤ
マ

ザ
キ
、
ポ
プ
ラ

庁
南
新
館
、
各
支
所
総
合
窓
口
に
設

置
し
ま
す
。
応
募
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
応
募
箱
に
入
れ
て
く

だ
さ
い
。

※
応
募
は
受
診
者
１
人
に
つ
き
１
枚

○
抽
選
日

　

平
成
31
年
３
月
中
旬
予
定

○
当
選
者
発
表

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

　

な
お
、
特
賞
は
贈
呈
式
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　

特
賞
以
外
の
方
は
、
発
送
（
３
月

下
旬
予
定
）
を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
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各課からのお知らせ

　
　
韓
国
霊
岩
郡　

王
仁
博
士
生
誕
地
訪
問
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

神
埼
市
観
光
協
会
事
務
局
（
商
工
観
光
課
内
）　

☎
３
７
‐
０
１
０
７

　

神
埼
市
で
は
、
竹た

か

原わ
ら

地
区
に
あ

る
「
王わ

仁に

天
満
宮
」
が
「
王
仁
博

士
」
と
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
、
こ
れ
ま
で
王
仁
博
士
の
生

誕
地
で
あ
る
大
韓
民
国
霊よ

ん

岩あ
む

郡ぐ
ん

を

訪
問
し
、
ま
た
、
霊
岩
郡
か
ら
の

訪
問
団
の
受
け
入
れ
な
ど
交
流
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
、
本
市
に
王
仁
博
士
顕
彰

公
園
が
開
園
し
ま
し
た
。
今
回
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
関
心
を
よ
り
高

め
て
い
た
だ
く
た
め
、
王
仁
博
士

の
生
誕
地
で
あ
る
霊
岩
郡
な
ど

百く
だ
ら済
の
里
を
め
ぐ
る
ツ
ア
ー
を
企

画
し
ま
し
た
。

○
日
程　

４
月
４
日
（
木
）
～ 

４
月
６
日
（
土
）〈
２
泊
３
日
〉

○
旅
程　

　
（
交
通
手
段
�
航
空
機
、
貸
切
バ
ス
）

【
１
日
目
】
神
埼
市
役
所
～
福
岡
空
港
～
釜ぷ

山さ
ん

金き

海め

空
港
～

　
　
　
　

 

木も
っ

浦ぽ

市
内
観
光
～
木
浦
市
泊

【
２
日
目
】
木
浦
市
内
～
霊
岩
郡
王
仁
文
化
祭
り
～

　
　
　
　

 

世
界
遺
産
益え

き

山さ
ん

弥み

勒ろ
く

寺じ

址し

・
王
宮
里
遺
跡
見
学
～

　
　
　
　

 

扶ぷ

余よ

市
泊

【
３
日
目
】
扶
余
市
～
扶
余
市
内
観
光
～
釜
山
金
海
空
港
～

　
　
　
　

 
福
岡
空
港
～
神
埼
市
役
所

　
（
朝
食
２
回
・
昼
食
３
回
・
夕
食
２
回
付
）

○
参
加
対
象　

神
埼
市
民
の
方
（
小
学
生
以
上
）

○
定
員　

30
人

○
申
込
締
切
日　

２
月
20
日
（
水
）

○
旅
行
代
金
（
２
人
部
屋
の
場
合
）

　

一
人 

７
９
，２
０
０
円

※
神
埼
市
観
光
協
会
会
員
に
は
、
協
会
か
ら
一
部
補
助
が
あ
り
ま
す
。

（
参
考
:
Ｈ
29
年
度
２
０
，０
０
０
円
補
助
）

※
申
込
状
況
に
よ
り
金
額
が
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。　

※
旅
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
を
行
い
ま
す
。

▲王仁博士生誕地で開催されている
　王仁文化祭

ソウル

扶余
大韓民国

釜山

北朝鮮

霊岩郡

神埼

○
百く

だ
ら済

と
は
…

　

古
代
朝
鮮
の
三
国
の
ひ
と
つ
。
か

つ
て
朝
鮮
半
島
西
南
部
に
拠
っ
た

国
。
日
本
と
は
友
好
関
係
を
保
ち
、

日
本
に
仏
教
そ
の
他
の
大
陸
文
化
が

伝
わ
っ
た
。
王
仁
博
士
は
百
済
か
ら

日
本
に
渡
来
し
、
千
字
文
と
論
語
を

伝
え
た
と
さ
れ
る
。

○
益え

き

山さ
ん

と
は
…

　

ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ

た
百
済
歴
史
遺
跡
地
区
の
う
ち
、
弥

勒
寺
址
と
王
宮
里
遺
跡
の
２
ヵ
所
の

遺
跡
を
持
つ
人
口
約
32
万
人
の
都

市
。
百
済
の
泗さ

沘び

時
代
に
複
都
の
役

割
を
は
た
し
た
。

○
扶ぷ

余よ

と
は
…

　

ユ
ネ
ス
コ
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ

た
百
済
歴
史
遺
跡
地
区
の
う
ち
官

く
ぁ
ん

北ぶ
ん
に里
遺
跡
・
扶ぷ

蘇そ

山さ
ん

城そ
ん

、
陵ぬ

ん

山さ
ん

里り

古

墳
群
、定

じ
ょ
う

林り
ん

寺じ

跡
、扶ぷ

余よ

羅な

城そ
ん

の
４
ヵ

所
の
遺
跡
を
持
つ
人
口
約
７
万
人
の

都
市
。
5
3
8
年
に
熊ゆ

う

津し
ん

か
ら
遷
都

さ
れ
、
6
6
0
年
に
百
済
が
滅
亡
す

る
ま
で
、
最
後
の
都
と
さ
れ
る
。

　
　王
仁
博
士
の
紹
介
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

配
布
し
て
い
ま
す

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

商
工
観
光
課

商
工
観
光
係　

☎
３
７
‐
０
１
０
７

　

昨
年
８
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
王

仁
博
士
顕
彰
公
園
。
皆
さ
ん
は
も

う
行
か
れ
ま
し
た
か
。

　

商
工
観
光
課
で
は
王
仁
博
士
を

も
っ
と
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
王

仁
博
士
や
王
仁
博
士
顕
彰
公
園
な

ど
を
紹
介
し
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
配
布
し

て
い
ま
す
。
行
事
や
イ
ベ
ン
ト
な

ど
で
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

▲王仁博士顕彰公園内の百済門
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神埼市神埼町本堀 3187番地 3
（旧　松永嶺子事務所）
 ☎　　0952－53－5105
FAX　 0952－53－2713

　
　

　
　

　
　

人
権
擁
護
委
員
の
紹
介

届
き
ま
し
た
か
？

入
学
通
知

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
完
了

◎
問
い
合
わ
せ　

総
務
課　

秘
書
広
報
係　

☎
３
７
‐
０
０
８
８

◎
問
い
合
わ
せ　

学
校
教
育
課　

教
育
指
導
係　

☎
４
４
‐
２
３
８
４

◎
問
い
合
わ
せ　

企
画
課　

企
画
係　

☎
３
７
‐
０
１
０
２

　

１
月
１
日
、
人
権
擁
護
委
員
と

し
て
委
嘱
（
新
任
）
さ
れ
ま
し
た

の
で
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

　

神
埼
市
立
小
中
学
校
入
学
の
際

に
必
要
な
「
入
学
通
知
書
」
を
、

４
月
か
ら
新
し
く
小
・
中
学
生
に

な
る
お
子
さ
ん
の
い
る
家
庭
に
送

付
し
ま
し
た
。

　

通
知
に
は
、
住
ん
で
い
る
地
区

で
決
め
ら
れ
た
小
中
学
校
（
指
定

学
校
）
に
入
学
す
る
こ
と
が
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

助
成
事
業
で
採
択
を
受
け
て
い
る

２
団
体
の
う
ち
１
団
体
に
お
い

て
、助
成
事
業
が
完
了
し
ま
し
た
。

一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

　
（
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が

宝
く
じ
の
助
成
金
で
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま

す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な
発

展
を
図
り
、
宝
く
じ
の
社
会
貢

献
広
報
事
業
を

行
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま

す
。

◆
次
の
場
合
は
、
早
め
に
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す

・
入
学
通
知
書
が
届
い
て
い
な
い

・
入
学
通
知
書
を
受
け
取
っ
た
後

に
、
転
居
・
転
出
す
る

・
国
、
県
、
私
立
の
小
中
学
校
に

入
学
す
る
（
入
学
許
可
書
な
ど

を
ご
提
出
く
だ
さ
い
）

・
病
弱
、
発
育
不
全
、
そ
の
他
や

む
を
得
な
い
理
由
の
た
め
入
学

で
き
な
い

・
入
学
通
知
書
の
氏
名
・
生
年
月

日
な
ど
記
載
さ
れ
た
内
容
に
誤

り
が
あ
る

・
事
情
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
学
区

以
外
の
学
校
へ
の
入
学
を
希
望

す
る

人
権
擁
護
委
員
と
は

　

人
権
の
考
え
を
広
め
る
な
ど

の
活
動
を
し
て
い
る
民
間
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
す
。

　

２
、
３
月
の
人
権
相
談
日
は
30

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

田中 清則
（千代田町迎島）

光野 重洋
（千代田町藤東）

佐藤 悦子
（千代田町原の町）

下六丁自治会
遊具施設整備

　
　
本
人
通
知
制
度
の
ご
案
内

◎
問
い
合
わ
せ　

市
民
課　

戸
籍
係　

☎
３
７
‐
０
１
２
０

本
人
通
知
制
度
と
は

　

住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
な
ど
を

代
理
人
や
第
三
者
に
交
付
し
た
場

合
に
、
事
前
に
登
録
し
た
本
人
に

交
付
し
た
事
実
を
通
知
す
る
制
度

で
す
。

　

こ
の
制
度
は
不
正
請
求
を
抑
止

し
、
個
人
の
利
益
侵
害
を
防
止
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

通
知
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前

に
登
録
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

登
録
手
続
き

○
登
録
で
き
る
方

・
市
の
住
民
票
（
転
出
等
に
よ
る

消
除
者
含
む
）
や
戸
籍
等
（
除

籍
さ
れ
た
方
な
ど
を
含
む
）
に

記
載
が
あ
る
方

※
海
外
在
住
者
は
登
録
で
き
ま
せ

ん
。

○
受
付
窓
口

・
市
民
課　

総
合
窓
口

・
各
支
所　

総
合
窓
口
課

○
持
参
す
る
物

・
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証

な
ど
）

お
知
ら
せ
す
る
内
容

・
交
付
し
た
年
月
日

・
交
付
し
た
種
類
と
通
数

○
登
録
の
有
効
期
限

・
登
録
名
簿
に
記
載
さ
れ
た
日
か

ら
翌
々
年
度
の
３
月
31
日
ま
で

※
登
録
期
間
終
了
後
、
引
き
続
き

登
録
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、

満
了
日
の
１
ヵ
月
前
か
ら
登
録

を
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

○
登
録
内
容
の
変
更

　

登
録
期
間
中
に
住
所
、
本
籍
な

ど
の
登
録
内
容
が
変
更
し
た
と

き
、
登
録
を
や
め
る
と
き
は
、
届

出
が
必
要
で
す
。

有
料
広
告
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行
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

行
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

各課からのお知らせ

　
　
ド
リ
ー
ム
パ
ー
ク
事
業
の

推
進
員
等
を
募
集
し
ま
す

◎
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

社
会
教
育
課　

社
会
教
育
係　

☎
４
４
‐
２
７
３
１

○
ド
リ
ー
ム
パ
ー
ク
と
は

　

市
内
７
小
学
校
で
、
希
望
さ
れ

た
児
童
を
対
象
に「
学
ぶ
」「
遊
ぶ
」

「
作
る
」
の
３
つ
の
テ
ー
マ
を
柱

と
し
た
体
験
活
動
を
、
毎
週
水
曜

日
の
放
課
後
の
時
間
を
利
用
し
て

行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員

（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）
は
、「
ス

ポ
ー
ツ
安
全
保
険
」、
協
働
活
動

サ
ポ
ー
タ
ー
（
講
師
、
安
全
管
理

員
、
推
進
員
補
助
）
は
、「
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
傷
害
保
険
」
に
市

で
加
入
し
ま
す
。

○
応
募
方
法

①
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進
員

　

市
販
の
履
歴
書（
顔
写
真
貼
付
）

を
２
月
15
日
（
金
）
必
着
で
持
参

ま
た
は
郵
送
で
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
後
日
、
面
接
の
連
絡
を
し
ま

す
。

②
協
働
活
動
サ
ポ
ー
タ
ー

　

随
時
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

業務名・内容 募集人数 金額 活動日時 活動場所
地域学校協働活動推進員

（コーディネーター）
　ドリームパークの企画、進行、打ち
合わせ、試作品づくりなど

２人 時給
826円

月・水・金曜日
９：00 ～ 17：00のうち
７時間以内、週20時間以内

・千代田支所
・担当小学校

協働活動サポーター（講師）
　ドリームパークの講師

若干名

日額
1,250円

水曜日、15：20 ～ 16：40
を含め、約２時間30分

・市内小学校協働活動サポーター（安全管理員）
　講師の補助、活動準備、児童の迎え・受付

日額
1,500円

水曜日、15：20 ～ 16：40
を含め、約３時間

協働活動サポーター（推進員補助）
　ドリームパーク事業運営の補助

日額
1,000円

水曜日、15：20 ～ 16：40
を含め、約２時間

　
　学
校
給
食
食
材
納
入
業
者
募
集

◎
問
い
合
わ
せ　

学
校
給
食
共
同
調

理
場　

☎
５
１
‐
４
０
０
８

　

平
成
31
年
度
の
学
校
給
食
食
材

納
入
業
者
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

○
給
食
数　

　

約
３
，０
０
０
食
／
日

○
資
格
要
件

　

神
埼
市
内
に
営
業
す
る
店
舗
な

ど
が
あ
る
事
業
者

○
申
込
期
間

　

２
月
１
日
（
金
）
～
15
日
（
金
）

※
郵
送
の
場
合
、
２
月
15
日
の
消

印
ま
で
有
効

○
申
込
方
法

　
「
食
材
納
入
登
録
申
請
書
」
を

神
埼
市
学
校
給
食
共
同
調
理
場
で

受
け
取
り
、必
要
事
項
を
記
入
し
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
印
鑑
証
明
書
、納
税
証
明
書（
市

税
）、
食
品
衛
生
監
視
票
の
添

付
が
必
要
で
す
。

学校給食例

  自治公民館長視察研修会 in 佐賀市 新年祝う年詞交歓会
　12月８日、自治公民館連絡協議会の38人が、
佐賀市の公立公民館の１つである嘉瀬公民館を訪
れました。世代間交流に力を入れ、嘉瀬フラワー
ロード活動や、藍の栽培・藍染など、子どもと地
域の方が一緒に活動をして、ふれあう機会を大切
にされていました。
　今回の研修で学んだことを、今後の地域公民館
活動に生かしていきます。

　１月４日、新春恒例の神埼市年詞交歓会が神埼
市中央公民館で行われました。行政関係者や市内
企業などから約320人が集まり、新年のあいさつ
を交わしました。
　市長は、「本年は元号が変わり、日本、神埼市
にとって大きな節目。議会や市民と心を一つにし
て、いいまちをつくりたい。そのため、心新たに
頑張りたい」と抱負を述べました。
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第８回　古文書講座 第３回　神埼塾講座
　年９回の講座を初級・中級・上級と段階的に古文
書をわかりやすく学びます。
○講　師　佐賀城本丸歴史館　
　　　　　学芸員　藤井 祐介 氏

〇と　き　２月９日（土）
　　　　　13時30分～ 15時30分

○ところ　神埼市中央公民館　第１研修室

○参加費　無料　事前申込不要

　明治の文明開化とともに国内では洋風の木造建築
が流行します。筑後川対岸にも同時代に建てられた
清力美術館があり、筑後川の水運で栄えた建物の歴
史と特徴を学びます。
○講　師　大川市清力美術館　
　　　　　館長　弥永 隆広 氏
○演　題　「清力美術館の歴史とその特徴」
〇と　き　２月10日（日）
　　　　　13時30分～ 15時30分
○ところ　神埼市中央公民館　第１研修室
○参加費　無料　事前申込不要

▲伊東玄朴記念館整備イメージ図

『伊東玄朴記念館』整備にご協力を
◎問い合わせ　政策推進室　歴史文化振興係　☎37-0153

　神埼市出身で日本の近代西洋医学の道を拓いた先駆者のひとりである、伊東
玄朴の業績を讃え、後世に長く引継ぐため、仁比山に残る伊東玄朴旧宅と一体
となった顕彰活動拠点「伊東玄朴記念館」の建設整備を進めています。
　記念館は、伊東玄朴生誕220年となる平成32年度を目標に、全国の個人・
法人・団体の皆さまからのご寄付をいただき建設整備を行う計画です。

「伊東玄朴記念館」整備の寄付にご協力をお願いします。

○募金の目的　
　伊東玄朴記念館整備並びに施設運営、
　資料などの整備費として
○募集期間　随時募集
○目標金額　１億円
※平成30年12月末現在で7,000千円の
　寄付をいただいています。
○募集対象　
　募金の趣旨に賛同する個人および法人・団体
○寄付額　
　個人　一口５千円　　　法人・団体　一口５万円

神埼の偉人 第６回伊東玄朴生誕祭
　伊東玄朴の生誕を記念し、医学界に残し
た業績を讃え、生誕地の神埼市から全国に
その業績を発信し、長く後世に引き継ぐた
めに生誕祭を開催します。
　今回は、さが幕末維新博覧会で製作され
たモニュメントの披露も行います。
　ぜひご参加ください。

○日　　時　２月24日（日）13時30分～ 16時
○場　　所　もみじの湯大広間
　　　　　　神埼市神埼町的1724-1
※席は、椅子席です。
○生誕式典
　式典、伊東玄朴の足跡を辿る視察研修報告、伊東玄
朴モニュメント披露など
◎問い合わせ　政策推進室　歴史文化振興係　
　　　　　　　☎37-0153

◎問い合わせ　政策推進室　歴史文化振興係
　　　　　　　☎37-0153


